
 

- 1 - 

 

inSANeシナリオ ドッペルゲンガーを捕まえて 

このシナリオの自作発言、再配布はご遠慮ください。 

1.トレーラー 

「ドッペルゲンガー」って知ってる？ 

もし会ったら……殺されちゃうんだ

って。 

え？ 会ってみたい？ 

……ふぅん。 

なら、隣町の廃屋に行ってみなよ。 

なんで、って。 

私見たんだ。 

深夜の廃屋の窓から君の姿を、ね。 

 

2.シナリオ概要 

セッティング：本当は怖い現代日本 

シナリオの舞台：PC の隣町 廃屋内 

プレイヤー人数：2 人 

サイクル数：2 

種類：対立型より特殊型 

(PL には特殊型と伝えること推奨) 

狂気：8 枚 

(感情を操作しない狂気を推奨) 

プライズ：プライズの所持は秘匿、秘

密はプライズ所持時開示 

 

3.シナリオ背景 

PC2 はドッペルゲンガーです。 

虎視眈々と PC1 との成り代わりを計

画しています。 

そんなある日、深夜をたまたま歩いて

いた PC1 の友人が PC2 が拠点にして

いた隣町の廃屋で PC2 を目撃してし

まいます。 

咄嗟に PC2 は PC1 の友人を捕まえて、

地下室に放り込みます。 

「一時的にコイツに成り代わって、

PC1 をここにおびき寄せて殺してし

まおう」 

そう考えた PC2 は PC1 に成り代わり

服を借りると、PC1 に会いトレーラー

の内容を話す。 

それを聞いた PC1 はドッペルゲンガ

ーに会いたくなります。 

何故なら、PC1 は自分の容姿が大好き

なナルシストだったからです。 

かくして、ナルシストとドッペルゲン

ガーは隣町の廃屋を訪れます。 

 

4.導入フェイズ 

・シーン 1 

ドッペルゲンガーを探しに 

マスターシーン 

導入フェイズ開始時 

参加：全員 

深夜 0 時過ぎ。 

あなた達は隣町の廃屋を訪れる。 

木造２階建て。 

窓ガラスは割れ、長い草が一面に生え

た荒れた庭の中に寂しくぽつんと立

っている。 

この２階の窓に PC1 のドッペルゲン

ガーは姿を見せたらしい。 

あなた達はドッペルゲンガーを探し

に、廃屋の中へ入っていく。 

＜ハンドアウト公開＞ 

【一階】【二階】 



 

- 2 - 

 

 

5.メインフェイズ 

・シーン 2 

 地下室への扉 

マスターシーン 

1 サイクル目終了時 

参加：全員 

――ダン。 

ダンダン。ダンダン。 

ダンダンダンダンダンダンダン。 

一階から叩く音が聞こえる。 

――ダン。 

ダンダン。け。ダンダン。 

ダンダンけてダンダンすけてダンダ

ン。 

叩く音に交じって声が聞こえる。 

助けて、助けて！！ 

悲鳴の混じったその声は空気を、廃屋

全体を震わせる。 

あなた達の鼓膜を揺さぶり、必死に訴

えかけてくる。 

≪物音≫で恐怖判定。 

……ぱらぱらと舞い落ちる埃の中。 

あなた達は床下収納のような小さな

四角い扉を見つける。 

そこを開ければ階段が続いていた。 

＜ハンドアウト公開＞ 

【地下室】 

 

6.クライマックスフェイズ 

・シーン 3 

 ドッペルゲンガー 

マスターシーン 

クライマックスフェイズ開始直後 

参加：全員 

ふと PC1 の隣にいた PC2 の姿が揺れ

る。 

黒く黒く染まり、まるで影のようにな

ったそれは、 

徐々にある形を作り、色を帯びていく。 

――PC1。 

PC1 の前に全く同じ人間がいる。 

ドッペルゲンガー、そう呼ぶのが相応

しいだろう。 

ドッペルゲンガーに会ったら殺され

る。 

さぁ、本当の PC1 はどちらになるだろ

うか？ 

≪死≫で恐怖判定。 

 

7.クライマックスフェイズの 

戦闘について 

戦闘開始前には、改めて『戦果』の説

明をするようにしてください。 

PC2 の場合は戦闘勝利だけで問題あ

りませんが、PC1 の場合は戦闘勝利後

に戦果で感情を取得する必要があり

ます。 

ルール確認含めて、さりげなくお互い

の勝利条件を確認しましょう。 

 

8.ハンドアウト一覧 

 

【PC1】 

あなたはオカルトな事象にすごく興

味がある。 

特に最近巷で有名なドッペルゲンガ

ーがあなたの中のホットトピックだ。 

なんと隣町の廃屋で自分のドッペル

ゲンガーの目撃情報が上がっている。 

これは好機。 
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どうしても、自分の目でドッペルゲン

ガーを見て、捕まえてみたい。 

あなたの使命は「ドッペルゲンガーを

発見し捕まえること」だ。 

・秘密 

ショック：PC2 

君は自分の容姿が好きで好きでしか

たない。 

世間ではナルシストと呼ばれるだろ

うが、そんなことはどうでもいい。 

このドッペルゲンガーと会えたら、理

想の恋人。ひいては結婚相手に相応し

いだろう。 

あなたの本当の使命は「ドッペルゲン

ガーにプラスの感情を結ばせ、結婚指

輪を渡してプロポーズすること」だ。 

あなたは【プライズ：結婚指輪】を所

持している。 

≪恋≫で恐怖判定。 

 

【PC2】 

あなたはオカルトな事象にすごく興

味がある。 

特に最近巷で有名なドッペルゲンガ

ーがあなたの中のホットトピックだ。 

なんと隣町の廃屋で PC1 のドッペル

ゲンガーの目撃してしまった。 

PC1 はどうしてもドッペルゲンガー

を捕まえたいらしい。 

折角乗りかかった船だ。 

あなたの使命は「PC1 がドッペルゲン

ガーを発見し捕まえるのを手伝うこ

と」だ。 

・秘密 

ショック：PC1 

あなたは PC1 のドッペルゲンガーだ。 

たまたま本来の PC2 があなたの事を

目撃したため、口封じも兼ねて緊急で

成り代わっている。 

一時的ななり変わりのため、クライマ

ックスフェイズ開始時に元の、PC1 の

姿に戻ってしまう。 

あなたはドッペルゲンガーとして

PC1 を殺し、成り代わりたい。 

あなたの本当の使命は「クライマック

スフェイズに PC1 を殺害し、PC1 に成

り代わること」だ。 

但し、あなたの感情によっては本当の

使命は変わるかもしれない。 

≪死≫で恐怖判定。 

・感情で PC1 に向けプラスの感情取

得した場合 

……おかしい。 

この胸の高鳴り、このキュッと掴まれ

たような切なさ。 

PC1 のことを見ると何故か嬉しくて

嬉しくてしかたない。 

もしかして、もしかして……これは、

恋？！ 

あなたは本当の使命を「PC1 からプロ

ポーズを受け、お付き合いすること」

に変更することが出来る。 

 

【プライズ：結婚指輪】 

PC1の蔵にあったピカピカの 2対の指

輪。 

片方は既に PC1 の指に嵌っている。 

・秘密(開示：PC1) 

ショック：なし 

仰々しい桐箱に入っていた。 

その割には新品のように美しい。 

・秘密(開示：PC2) 

ショック：PC2 

怪異であるあなたは直感的に理解す

る。 

これは……呪具だ。 
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きっとあなたの指にこの指輪が嵌め

られたら、怪異としての力を失ってし

まうだろう。 

≪魔術≫で恐怖判定。 

 

【一階】 

廃屋の割には人が生活できそうなほ

どにはそこそこ綺麗な空間だ。 

うっすら埃の積もった玄関。 

棚や段ボール、誰かが寝泊まりしてい

るのか毛布が置かれた居間。 

濁った水が溜まった浴室などは機能

していないようだ。 

・秘密：非拡散 

ショック：なし 

居間に置かれた毛布の下にノートが

落ちている。 

ところどころ破れているようで読め

ない。 

『×月×日 

 男・女に見つかった。 

 慌てて     、どうやらターゲ

ット    しい。 

 数 日 し か 持 た な い が 一 時 的

に        』 

筆跡は PC1 によく似ている……いや

そのものだ。 

だが、PC1 はこんなもの書いた覚えが

ない。 

PC1 は《驚き》で恐怖判定 

PC2 は《恥じらい》で恐怖判定 

 

【二階】 

廃屋の割には人が生活できそうなほ

どにはそこそこ綺麗な空間だ。 

うっすら埃の積もった階段。 

人が出入りしたような足跡の残る客

室。 

濁った水が溜まったトイレなどは機

能していないようだ。 

・秘密：非拡散 

ショック：なし 

客室のボロボロのベッドの下に使い

込まれた携帯が落ちている。 

――PC2 の携帯だ。 

まだ辛うじて充電が残っているらし

い。 

電源を入れるとカメラが起動してお

り、あなたはそれを見る。 

一番最近撮られた写真を確認すると、

そこには PC1 が驚いた顔で写ってい

る。 

背景はこの客室のようだ。 

でも PC1 がここに訪れたのは初めて

だ。 

PC1 は≪悦び≫で恐怖判定 

PC2 は≪カメラ≫で恐怖判定 

 

【地下室】 

一階の床下から伸びる地下への階段。 

降りるとそこは物置のようになって

いる。 

随分と寒い。 

・秘密：拡散 

ショック：全員 

物置と化した地下室奥に小さな人影

が見える。 

丸く蹲り、小さく呻くその姿は。 

――PC2 の姿だった。 

衣類をすべて剥かれ、素肌を晒してい

る。 

ここは随分と寒い。 

素肌は寒さにより真っ赤に染まり

痛々しい。 

≪地底≫で恐怖判定。 


